
第３０条の範囲の見直しと補償措置の必要性の関係について

○公衆用自動複製機器を用いた複製
例：ダビング業者の機器を用いて行う私的複製

○技術的保護技術を回避して行う複製
（情を知っていた場合に限る。）

○違法複製物・違法サイトからの複製
（情を知っていた場合に限る。）
例：ファイル交換ソフトによるダウンロード

○適法配信からの複製
例：ダウンロード型音楽配信サービス

○自分が購入したCDからの複製

○友達から借りたCDからの複製

○レンタルCDからの複製

○放送からの複製

○DVDからの複製

許諾必要

許諾不要

コピー禁止
⇒補償措置の必要性なし

＜権利者の不利益が大きい＞
⇒補償措置の必要性あり

＜権利者の不利益が限定的＞
⇒補償措置の必要性なし

S59

○録音録画禁止

○契約に基づく録音録画

３０条の範囲

H11

見直しに
ついて課
題が少な
いとされた
類型

（一部の有料放送）
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